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研究成果の概要（和文）：　本研究の主な目的は次の三点であった。第一は、協同学習に基づくLTDを中核とし
た授業モデル（LTD授業モデル）を開発し、その有効性を初等教育から高等教育までの授業を対象に検討するこ
とであった。第二は、LTD授業モデルに沿った教師向け研修プログラムを構成し、その有効性を確かめることで
あった。第三は、LTD授業モデルの効果を測定する一手段として協同認識尺度を開発し、その信頼性と妥当性を
検証することであった。
　これら三つの目的は過去3年間の研究期間中にほとんど達成することができた。この研究を通して、新たに開
発したLTD授業モデルは活動性の高い授業を計画することに有効であることを確認できた。

研究成果の概要（英文）：     The main purposes of this research were the following three points. The
 first, I formulated “the LTD based Approach for Enhancing Active Learning”, which could be 
applied to classes from primary to higher education.  The second, I created a training program for 
teachers based on the approach, and confirmed the effectiveness of the program. And the third, I 
developed a scale that would enable the measurement of the belief in cooperation, and to 
substantiate the reliability and validity of the scale.
     I almost achieved the three main purposes during the last three-year research period. 
Throughout of this research, I confirmed that the theory and the techniques of the newly developed 
approach were effective for designing classes with active student engagement. 

研究分野： 教育心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　現在、初等教育から高等教育まで、アクティブラーニング（AL）型授業の実践が推奨Dされている。本研究は
AL型授業の質を担保するために、協同学習に基づくLTD話し合い学習法を中核に据えた授業モデル（LTD授業モデ
ル）を開発し、その有効性を小・中・高・大・専門学校で検討した。またLTD授業モデルに沿った授業づくりが
できる教師の育成に向けた講演や研修を繰り返し実施してきた。
　その結果、LTD授業モデルに沿った訓練をうけた教師は、本来のAL型授業に求められている活動性の高い授業
づくりに貢献できることが明らかになった。この成果は、今後のAL型授業に関する実践・研究に貢献できる成果
と判断している。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 本研究を計画した当時、中教審による質的転換答申(2012)や高大接続答申(2014)を受け、小
学校から大学まで、日本の教育界全体において AL（アクティブラーニング）型授業の導入が推
奨されていた。この AL 型授業に本来期待される教育成果を挙げるためには、解決すべき課題と
して次の項目を指摘していた。 
(1)多くの教師は AL 型授業についての理解が乏しく具体的な方法を体得できていなかった。AL

型授業の教育成果を担保するには指導にあたる教師の体験的理解が不可欠であり、AL 型授
業に関する体系的な教師教育が求められていた。 

(2)AL 型授業と称される実践は増えつつあったが、形ばかりの実践が散見されていた。AL に関
する先行研究から、実効性の高い AL 型授業には協同学習の理論と技法を前提とした実践が
有効であることが知られていた。 

(3)日本の教育界全体として AL 型授業の成果を得るには校種を超えて AL型授業を継続・発展さ
せる必要がある。この点に関する議論と具体的な検証が求められていた。 

 
２．研究の目的 
 AL 型授業の教育成果を高めるために、上記の課題 3点を中心に検討することを本研究の主な
目的とした。その際、筆者らの先行研究より、協同学習の理論と技法に基づく LTD 話し合い学
習法を中核に据えた授業モデル（基礎モデル）の有効性が確認されていたので、この観点から
検討することにした。具体的な目的を以下に示す。 
 
(1) 新しい授業モデル（基礎モデルの拡張版）の提案と検証  
 特に高等教育において、TBL や PBL などの複雑な技法を導入した AL型授業が実践されている
が、必ずしも期待した成果が得られていない。理由の一つとして、学習者が上記の基礎モデル
に対応する教育訓練を受けていない点を指摘できる。本研究では、基礎モデルによる教育訓練
が TBL や PBL におよぼす効果を大学の初年次教育科目や専門科目の授業で検討する。そのうえ
で、単純で基礎的な AL 技法から複雑で応用的な AL技法を体系的に取り込んだ新しい授業モデ
ル（基礎モデルの拡張版）を提案する。 
 
(2) 新しい授業モデルによる異校種接続教育の検討  
 異校種接続教育の観点から、新しい授業モデル（特に基礎モデルに相当する部分）に沿った
AL 型授業を小学校から高校までの授業に導入し、その適応可能性を検証する。特に、学習者の
特性と AL型授業の構造化の程度の観点から、校種間の接続のあり方を検討する。 
 
(3) 教師向け研修プログラム開発と検証  
 新しい授業モデルをテーマとした教師向け研修プログラムを開発し、異校種の教師が交流を
深められる研修の場を提供する。なお、必要に応じて個別の学校や授業への教育的な介入を行
い、その有効性を吟味する。異校種の教師が AL型授業づくりについて共通認識をもち、同じ教
育目的に沿って教育活動を展開することで、AL型授業による異校種接続教育を推進する。 
 
(4) 協同認識尺度の開発と活用 
 新しい授業モデルの有効性や、本授業モデルに基づく授業や研修会の有効性を測定するため
に、協同の認識を測定する尺度を開発し、既存の他尺度と併用することにより、上記の研究目
的を吟味する際の基礎データとする。 
 
３．研究の方法 
 先行研究で提案された「基礎モデル」を展開し、新しい授業モデル（基礎モデルの拡張版）
を構築するために、より複雑な AL技法を組み込んだ高等教育の授業を計画・実践し、その有効
性を確認する。 
 一方、新たに構成した授業モデルに沿って、AL型授業による異校種間接続教育の可能性を検
討する。そのために、小学校から高校までの授業を対象に、基礎モデルに沿った授業づくりを
支援し、その有効性を検討する。 
 また、AL 型授業による異校種間接続教育を実現するために、新しい授業モデルにそった教師
向け研修プログラムを開発し、異校種の教員を対象とした研修会を継続的に開催する。加えて、
要請に応じて個別の学校や大学への教育的支援を展開する。 
 協同認識尺度の開発は、上記の実践を通して得られたデータに基づき統計的に検討し、既存
の「協同作業認識尺度」との比較検討を行う。 
  
４．研究成果 
 上記の研究目的に沿って本研究の成果を列記する。まず、目的(4)の尺度開発について述べ、
その後に他の目的についての成果に言及する。 
 
(1) 協同認識尺度の開発と活用 



 本研究では、筆者らが作成した「協同作業認識尺
度」（長濱･安永ら, 2009）の改訂版として「協同認
識尺度」（増井・安永, 2016, 2017）を作成した。
協同の認識を前者は3因子で捉えていたが、後者は4
因子で捉えることができ、より詳細に検討できる。
協同認識尺度は中学生から大学生、さらには成人に
対しても一定の信頼性と妥当性が認められている。
なお、以下の成果報告も、この協同認識尺度によっ
て測定された結果を中心に解釈したものである。 
 
(2) 新しい授業モデル（基礎モデルの拡張版）の提
案と検証 
  本研究では、協同学習に基づくLTD話し合い学習法を中核に据えた新しい授業モデル（基礎モ
デルの拡張版）を構築し、「LTD授業モデル」と命名した（図１）。先行研究で提案していた「基
礎モデル」はLTD授業モデルの「基礎段階」にあたる。LTD授業モデルの特徴は、まず、協同学習
の理論と協同の精神に依拠している点である。これらの点をつねに意識しながら、AL型授業を実
践することで高い教育成果が期待でき、授業の形骸化を未然に防ぐことができる。二つ目の特徴
として、LTDコアパッケージと名付けた協同学習技法の体系的・重層的な活用をあげることがで
きる。高等教育で活用されている複雑な学習方略であるPBLやTBLを組み込んだ授業で期待した教
育成果をあげるためには、PBLやTBLを実践するうえで必要となるグループ活動に対する協同的な
構えや基礎的なスキルの獲得が前提となる。それらの獲得にLTDコアパッケージが有効である。
この基礎段階での学習を前提に、応用段階で展開される複雑なAL型授業においても大きな教育成
果が期待できる。  
 筆者らの実践的検討の結果、LTD授業モデルは高等教育における初年次教育や専門科目（心理
学・看護学・医学・経済学・日本語教育など）において有効であることが報告されている。また、
LTD授業モデルに沿った授業を体験した学生は臨地実習で適応的に活動できること、さらには看
護の臨地実習をLTDによって振り返ることによって、実習体験の理解が深まり、学びが大きいこ
とも知られている。LTD授業モデルやその効果に関しては安永（2016, 2017, 2018, 印刷中a）に
詳しい。 
 
(3) 新しい授業モデルによる異校種接続教育の検討  
 LTD授業モデルの基礎段階を小学校から高校までの授業に導入して、その適応可能性を検討し
た。本授業モデルに沿った教育支援を継続的に行った（2回以上介入した）高校が5校（福岡・大
分・岡山・鳥取）、中学校が5校（東京・大阪・福岡・熊本・長崎）であった。小学校に関して
は単発の支援が中心であった。本モデルに沿った授業計画及び実践により協同の精神が育まれ、
学習成績の改善が認められている。 
 また、LTD授業モデルに沿って高等教育における実践を支援した。継続的に支援した大学・学
部が8カ所（東京・福岡・熊本・大分・佐賀・長崎・北海道）、専門学校3カ所（大阪・福岡・広
島）であった。高等教育においては、LTDを基盤とした反転授業、PBL、文章作成などの授業を開
発し、研究協力者の協力をえて、初年次教育、教師教育、看護教育、医学教育の領域を中心に実
践的に検討した。その成果の一部である6つの実践報告を、日本協同教育学会の研究雑誌「協同
と教育」（第14号, 2018年）に特集として掲載することができた。 
 
(4) 教師向け研修プログラム開発と検証  
 LTD授業モデルに基づく教師向け研修プログラムを開発し（安永, 印刷b）、その有効性を、教
員免許更新講習（3日間コース）を中心に検討し、一定の教育効果を確認できた。 
 また、LTD授業モデルを強く意識した教師向け研修会を開催した。具体的には、本研究期間の3
年間に「授業づくり研究会」を12回、「協同教育フェスタ」を3回開催した。その詳細について
は筆者のHP（http:// yuikaji.me/wiki.cgi）を参照してもらいたい。参加者は「授業づくり研
究会」が平均50名から60名、「協同教育フェスタ」が80名程度であった。それ以外に9つの公的
組織や私的団体が主催する研修会を継続的に開催した。 
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